NEC 



行為の禁止 


lipijlllil 画 

A 使用上のご注意 


まをにかかわる表巧について 


I 


人び死 t ずる、または重傷を負うおそれがあることを示します。 


A 注意 

义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあることを示し 
ます。 


A 

ま意の赎起 

この記号は危險が発生するおそれがあることを表しまず。記号 
の中の給表示は危陵の内容を図案化したものでず。 

例：感電を意 

A 

0 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表しまず。記号の中やおくの絵表示は、 
してはならない巧為の内容を図案化したちのでず。 

例：分解禁止 

(D 

参 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表しまず。記号の中の給表示は、しなけ 
ればならない行為の内容を図案化したものです。危険を避けるた 
めにはこの行為が必要でず。 

例：プラグをあけ 

€ 


(本書での表示例） 


ミち意を促す記号を険に対するを意の内容を険の程度を表す用語 





A 注 k 



k 

指定 LU がのコンセントに差し込まない 

電源は指をされた電圧で、指定のコンセントをお使いください。指走と J 外の電 
源を使うと义災や漏電の原因となりまず。 


本書およびラベルで使用ずる記号とその内容 


注意の喚起 


A 

感電のおそれがあることを示します。 

A 

高温による傷害を負うおそれがある 
ことを示します。 

A 

爆発または破裂のおそれがあること 
を示します。 

A 

発煙または発乂のおそれがあること 
を示します。 

A 

特定しない一般的なミち意 • 警告を示し 
ます。 



2 5 3 4 4 - 0 01 - 0 

2005年7月第2版 

本装置を取り巧ラ前に本書の説明をよ<お読み<ださい。 
本書は大切に巧管してください。 

lnterSec/NQ30a (検知アプライアンス）をミ全に正しくご使用になるためにお要な情報が記載されていま 
す。本書は、必要なときすぐに参照できるよラ、お手元に置いておくようにしてください。本装置をご使用に 
なる前に本書を必ずお読み<ださい。 



本装置を分解•修理•改造しないでくだ 
さい。感電や乂災のおそれびあります。 


めれた手で触らないでください。感 
電するおそれがあります。 


指定された場所 J ジ外には触らないで 
<ださい。感電や乂傷などの傷害の 
おそれがあります。 

喔) 

水や液体がかかる場所で使用しな 
し、でくださし、。水にめらすと感電や 
発乂のおそれがあります。 


乂気に近づけないで<ださい。発乂 
するおそれがあります。 

0 

特定しない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 


€ 

装置の電源プラグをコンセントから巧 

〇 

特定しない一般的な使用をの行為を 

いて < ださい。乂災や感電のおそれが 

指示します。説明に従った操作をし 

あります。 

て < ださい。 


本製品を安全にお使いいただくために、本書の指示に従って取り扱ってください。 

本書には本装置のどこが危険か、どのような危険に遭うおそれがあるか、どうずれば危険を避け6 
れるかなどについて説明されています。また、本装置内で危険が想定される箇所またはその付近に 
は警告ラベルが貼り付けられていまず。 

本書および警告ラベルでは、危険の程度を表ず言葉として、 r 警告」とほ意」という用語を使用して 
います。それぞれの用語は次のような意巧を持つちのとして定義されていまず。 


まを上のごを意 


全般的な注意事項 


危険に対するを意•表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよう 
な意□未を持つものとして定義されていまず。 




人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とずる業務には使用しない 

Q 

本装置は、医療機器-原子力設備や機器、航空宇宙機器-輸を設備や機器など、 
人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組 
み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使巧は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどに本装置を使巧した結ま、人身事故、財産損 
害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねまず。 

底运1 

1 煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を 0 FR こして電源プラグを 
コンセントからあいてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービ 

1 ス会社にご連絡ください。そのまま使巧すると义災の原因となりまず。 

〇 1 

1 針金や金属片を差し込まない 

通気ミしなどのすきまから金属片や針金などの異物を差し込まないでください。感電 

1 の危おがあります。 


A 注哥 

aa\ 

1 ミ毎がで使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使巧できません。本装置を海外で 

1 使用ずると义災や感電の原因となりまず。 


本装置内に水や異物を入れない 

AA 

本装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。义 
災や感電、故障の原因となりまず。もし入ってしまったときは、ずぐ電源を OFF 
にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店また 
は保守サービス会社にご連絡ください。 


電源•電源コードに関する注意事項 




A 1 めれた手で電源プラグを持たない 

1 めれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 


| A 注意1 



AA 


指定ムソがのコンセントに差し込まない 

電源は指定された電圧で、指をのコンセントをお使い < ださい。指定 t (外の電源 
を使うと义災や漏電の原因となりまず。また、延長コードが必要となるような場 
所には設置しないでください。本装置の電源仕様に合っていないコードに接赫す 
ると、コードが過熱して义災の原因となりまず。 


注意 1 

1 

1 たこ足配線にしない 

A 1 

コンセントに走格じ(上の電流が流れることによって、過熱して义災の原因となる 

1 おそれがあります。 

1 

1 ケーブル部分を持って引き巧かない 

1 

ケーブル部分を抜くときはコネクク部分を持ってまっすぐに引き抜いてくださ 
し、ケーブル部分を持って引っ張ったリコネクク部分に無理な力を化えたリずる 

1 とケーブル部分が破損し、义災や感電の原因となります。 

^\ A \ 1 

1 中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接 
触不良のため発熱し、义災の原因となることがありまず。また差し込み部にほこ 

1 りがたまり、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれがありまず。 


指定 L ソがの電源コードを使わない 

AA 

本装置に添付されてし巧電源コード t (かのコードを使わないでください。電源コー 
ドじを格じ(上の電流が流れると、义炎の原因となるおそれがあリます。また、電源 
コードの破損による感電や义炎を防止ずるためじ次のを意をお守リください。 

• コード部分を引っ張らない。 • 電源コードをはさまない。 

• 電源コードを折り曲げない。 • 電源コードに薬品類をかけない。 

• 電源コードをねじらない。 • 電源コードの上にものを載せない。 

• 電源コードを束ねない。 • 電源コードを改造•化工-修復しない。 

• 電源コードをステープラ等で固をしない。 

• 損傷した電源コードを使わない。(損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源 
コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にご連絡ください。） 

aa \ 

1 指定 L ツがの AC アダプタを使わない 

本装置に添がされている AC アダプタと心 f の AC アダプタを使わないでください。义炎 

1 や感電の原因となるおそれがありまず。 


1 添付の AC アダプタや電源コードを他の装置や用途に使用しない 

A A 1 添付の AC アダプクや電源コードは本装置に接続し、使巧ずることを目的として 

/ 6 \ n \ 1 設計され、その安全性が確認されているものでず。ミ央して他の装置や巧遠に使巧 

1 しないでください。义災や感電の原因となるおそれがあります。 


設置•移動•保管•接続に関する注意事項 


A ミ主意 


指定ムソがの場所に設置しない 

A® 

本装置を次に示すような場所や本書で指定している場所と J 外に置かないでくださ 
し、义災の原因となるおそれがありまず。 

• ほこりのをい場所。 

• 給湯器のそばなど湿気のをい場所。 

• 直斯日光が当たる場所。 

• 不安をな場所。 




電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

AA 

本装置内蔵用オプションやインクフェースケーブルなどの取り付け-取り外しは 
本装置の電源を OFF にして、電源プラグをコンセントからあいてから巧ってくだ 
さい。たとえ電源を OFF にしても電源コードを接綺したまま本装置巧の部品や 
ケーブル、コネククに触ると感電したり、ショートによる义災を起こしたりずる 
ことがあります。 




指定 L ツがのインタフェースケーブルを使用しない 


インクフェースケーブルは、弊社が指定ずるものを使用し、接赫ずる本装置やコ 
ネククを確認した上で接赫してください。指をじ(外のケーブルを使巧したり、接 
赫先を誤ったりずると、ショートにより义災を起こずことがあります。また、イ 
ンクフェースケーブルの取り扱いや接綺について次のを意をお守りください。 

• 破損したケーブルコネククを使用しない。 

• お損したケーブルを使用しない。 

• ケーブルの接赫がゆるんだまま使巧しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上にちのを載せない。 





まを上のごを意-つづを- 

1 

警告ラベルについて 

1 

消耗品•装置の廃棄について 


陸注意 




腐食性ガスの存在する環境で使用しない 

腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンな 
ど)のを在ずる場所に設置し、使巧しないでください。また、ほこりや空気中に 
腐食を促進する成分(塩化ナトリウムや硫黄など)や導電性の金属などが含まれて 
いる環境へも設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食-ショート 
し、义災の原因となるおそれがありまず。ご不明の点は販売店または保守サービ 
ス会社にお問い合わせください。 


急激な温度変化環境で開個または使用しない 




本装置は、急激な温度変化を受ける環境で開巧または使用しないでください。結 
露により、故障および発煙-発义の原因となるおそれがありまず。温度変化が 
あった場合は、馴染み時聞(放置時聞）をを分にとってから開捆または使巧して< 
ださい。 


お手入れ • 内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 





(D I 


自分で分解 • 修理•改造はしない 


絶対に分解したり、修理■改造を巧ったりしないでください。本装置が正常に動 
作しなくなるばかりでなく、感電や义災の危険があります。 


リチウムバッテリを取りがさない 


庭 

@猿) 


本装置内部にはリチウムバッテリが取り付け6れています。リチウムバッテリを 
取り外さないでください。リチウムバッテリは义を近づけたり、水に浸けたりす 
ると爆発するおそれがあります。また、リチウムバッテリの寿命で本装置が正し 
く動作しなくなったときは、ご自分で分解-交換-を電などをせずにお買い求め 
の販売店、または保守サービス会社に連絡してください。 


AA 

运 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 


お手入れは、本装置の電源を OFF にして、電源プラグをコンセントから抜いて 
巧ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま本装置 
内の部品に触ると感電ずるおそれがあります。また、電源プラグはときどき抜い 
て、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってください。ほこりがたまったまま 
で、水滴などが付くと発熱し、义炎の原因となるおそれがあります。 


運用中の注意事項 


拉注意 


Iペットを近づけない 

A A I ホ装胃 I こぺ、ソトも、どの4ぎ物&ちづ'【寸も、いで<た•さい。排ミ世物や体:毛が本装胃み 

I 部に入って义災や感電の原因となりまず。 


A 


I 装置の上にちのを載せない 

本装置が倒れて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 


(§) 运 I 


雷が鳴ったら軸らない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源 
プラグを抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて本装置には触れない 
でください。义災や感電の原因となります。 


I近くで携帯電話や PHS、 ポケットベルを使わない 

(\) I 本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットベルの電源を 0 FR こしておいてくだ 

I さい。電波による誤動作の原因となります。 


本装置内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが員より付けられています。これは本 
装置を操作する際、考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラベル 


• 本装置およびオプション製品の廃棄についてはを自治体の廃棄ルールに従ってください。詳 
しくは、各自治体へお問い合わせください。 


をはがしたり、ミちしたりしないでください)。もしこのラベルが員より付けられていない、はがれか 
かっている、ミちれているなどして判読できないときは販売店にご連絡ください。 

ラベルに目ぶ6れている内容をよく読んで警告事項を守ってください。 



第 E さへの譲激こついて 


本体または本体に添付されているものを第 H 者に譲ミ度ほたは売孤するときは、次のを意を守っ 


てください。 

• 本体について 


本装置を第立者へ譲ミ度（または売まのする場合には、本書を一緒におミ度し <ださい, 


圍 


コンパクトフラッシュ内のデータについて 

譲渡ずる装置内に搭載されているコンパクトフラッシュに保をされている大切な 
データ(例えば顧客情報や企業の経理情報など)が第=ちへ漏洩することのないよう 
にお客様の責任において確実に処分してください。 


オペレーテイングシステムの r フォー マツト」コマンドでは見た目は消去されたよう 
に見えますが、実際のデータは書を込まれたままの状態にあります。完全に消去さ 
れていないデータは、特殊なソフトウ I アにより復元され、予期せめ用途に転用さ 
れるおそれがあります。 


このようなトラプルを回避するために市販の消去用ソフトウエア(有償)またはヴー 
ビス(有償)を利用し、確実にデータを処分することを強くお勧めします。データの 
消去についての詳細は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 


なお、データの処分をしないまま、譲渡(または売却）し、大切なデータが漏洩され 
た場合、その責任は負いかねます。 


• 添付のソフトウェアについて 


本装置を添付のソフトウェアを第兰者に譲ミ度(売却)する場合には、じ(下の条件を满たす必要 
があります。 

一添付されているすべてのちのを譲ミ度し、譲ミ度した側は一切の複製物を保持しないこと。 
一各ソフトウェアに添付されている『ソフトウェアのご使用条件』の譲ミ度、移転に関する条 
件を满たすこと。 

一譲ミ度、移転が認められていないソフトウエアについては、インストールした装置から削除 
した後、譲ミ度すること。 


本装置のマザーボード上にあるリチウム電池の廃棄(および交換）についてはお 
買い求めの販売店までお問い合わせください。 

コンパクトフラッシュは、第王をによって復元や再生、再利用されないようお 
客様の責任において確実に処分してか5廃棄してください。個人のプライバシー 
や企業の機密情報を保護ずるために十分な配慮び必要でず。 

• 本装置の部品の中には、寿命によりを換が必要なものがあります(装置内蔵のリチウム電池 
など)。装置を安定して稼働させるために、これらの部品を定期的に交換ずることをお勃めし 
ます。を換や寿命については、お買い求めの販売店にご連絡 < ださい。 

广於 健康を損なわないためのアドバィス 、 

このコラムでは、コンピューク機器を使巧ずる上で健康を損なわないためを意していただきたいこ 
とがらを記載します。身体に負担がかからないようム掛けましょう。 

• よい姿勢で作業をしましょう。 • ディスプレイの向きや日月るさ（ブライトネス）、 

コントラストを見やずく調節しましょう。 


• キーボードのち度を調節しましょう。 • ときどき軽い体操をずるなど、気分転換を 

はかりましょう。 



情報サービスについて- 

このコラムでは、 Express 5800シリーズに関する情報サービスについておがらせします。 

• http://nec8.com 

Express 5800シリーズに関するさまざまな情 
報が盛りだくさんのホームページでず。ぜひお 
立ち寄りください。 

• http://club.express.nec.co.jp 

Express 5800シリーズをご利用のお客様を対 
象にさまざまな特巧やサービスを提供ずる 
ClubExpress のホームぺージです。 お客様登録 

や登録の変更ちできます。 

• http://www.fielding.nec.co.jp 

NEC フィールディング（が）のホームページで 
す。メンテナンス、ソリューション、用品、施設エ 
事などの情報をご紹介しています。 

また Express 5800シリーズに関するご質問 • ご相 
談は r ファーストコンククトセンクー」でお受けし 
ています。（電話番号のかけまちがいが増えており 
ます。番号をよくお確かめの上、おかけください。） 

ファーストコンタクトセンター 

TEL 03-34 已已-已800 (f で表） 

受付時聞/ 9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 



http :// nec 8. com / 












































































































































































InterSec M ◎ 浸◎園 



箱を開けてか 6 装置を巧えるようになるまでの手順を説明しま 
す。このスタートアップガイドに従って作業してくだをい。 


はじめに表面の使用上のごま意を化ずお読み下をい。 
安をに閲わる大切なま意事頃び記載されています。 


A まをに関するご注意 

装置をセットアップずる前には、表面の使用上のごを意 
をお読みの上、を意事項を守って正し<セットアップ 
して < ださい。 



• めれた手で電源プラグの巧を差しをしないで< 
ださい。感電するおそれびおります。 

• 雷が鳴0出した S 電源コードに触百ないでくだ 
さい。沼雷による感電のおそれびあ0ます。 
•せ解•修理-改這を巧わないでください。 


A ミ主 意 


•水、湿気、ほこり、巧、煙のをい場所、また直が日光の当たる 
場所に設置しないで<ださい。 

• 装置に添付されている AC アダプタや電源コードなかをほ巧 
しないで < ださい。 

• 電源コードは指ちの電圧、コンセントに接続してください。 

• 電源コードはタコを配線にしないで<ださい。 


Stepi 添付品を確認する 


ミ tep 3 ケーブルを接続する 


添付の構が品表を参照して < ださい。 

• 本体 
• 保証書 

(本体捆包箱に貼りがけられています) 
• AC アダプク 


• お客様登録申込書 
• スクートアップガイド(本書) 
• 構成品表 
• 電源コード 


Step 2 本体を適切な場所に設置する 

本体の設置場巧を巧めます。 



ケーブルを本体に接続します。 


10犯 ASE - TX / 10己 ASE - T コネクタ 

LAN 上のネツトワークシステム 
と接続する。 


電源コネクタ 

AC アダプタを接続し、最後に電源コードを 
コンセントに接続ずる。 


LINK / ACT ランプ 

ネットワークポートの状態を示ず 
ランプ。 

本体と HUB に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている 
闇、穫色に点なしまず。 ( LINK ) 
ネットワークポートが送受信を 
行っているときに撞色に点滅しま 
す。 ( ACT ) 



ネットワークポートの転ち速度を示ず 
ランプ。 

緑色に点なしている時は、 100 BASE - 
TX で動作していることを示します。 
消なしている時は、 10 BASE - T で動作 
していることを示しまず。 


本体の電源を ON / OFF ずるスイッチ。 

電源を OFF ずる場合は、已秒 t (上押し続ける。 


スピーカコネクタ マイク□フォンコネクタ 

接続しないでください。 接続しないでください。 



US 己コネクタ 

システムのセットアップ (steps) で設定ファイルの格納に使用ずる USB 1 . 1 対 
応の USB メモリを接続しまず。 USB メモリの中には本装置で使用できないも 
のがありまず。動作確認済みの USB メモリじついては、 t (下の情報サイトを 
ご覧ください。 


http :// www . express . nec . co . jp / products / appliance / nq.html 


Step 4 システムをセットアップする 

本装置をおほいになれる状態にセットアップするには、な下の2種類の方法びあります。 

USB メモリで設定する場合 

① 「WebSAM SecureVisor SiteManager インス I ■'■―ルマニュアル」を参照し、管理サーバに WebSAM SecureVisor SiteManager をインスI■'■―ルしてください。 

② USB メモリに設定ファイル(下記の例を参考）を svconfig.txt (ずべてル文字）というを前で作成してください。アドレスなどのパラメータは適切に変更してください。 
エージェントをは、1〜15文字の半角英数文字列を使用して < ださい。 


AgentName : isnqSO 

- エージェントを 

DNSServer :192.168 .250.2 192.168 .250.3 

- DNS サーバアドレス 

DomainName : isnq.dom 

-DNS ドメインを 

IpAddress :192.168 .250.250 

-エージェントの IP アドレス 

NetworkMask : 255.255 .255.0 

—ネットワークマスク 

DefauItGateway :192.168 .250.1 

^ デフォルトゲートウェイ 

ManagerAddress :192.168 .250.249 

- サイトマネージャアドレス 


③ US 己メモリを lnte「Sec/NQ30a に差し込み、電源スイ、ソチを押し、電源ランプが緑色に点灯するのを磕認します。 
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電源スイッチ 電源ランプ 

④ 「WebSAM SecureVisor SiteManager インス I ルマニュアル」を参照し、 SiteManager のサイトコンソールなどから収集開始などの操作を行ってください。 
⑥ US 己メモリを抜いてください。 

• WebSAM SecureVisor SiteManager に関しては、(下の情報サイトをご覧ください。 
nttp://www.sw.nec.co.jp/middle/WebSAM/p「oducts/Secu「eViso「/index.htnnl 


TELNET で設定ずる場合 


① 「WebSAM SecureVisor SiteManager インストールマニュアル」を参照し、管理サーバに WebSAM SecureVisor SiteManager をインスI -- ルしてください。 

② lnte「Sec/NQ30a の電源スイ、ソチを押し、電源ランプが緑色に点灯ずるのを磕認します。 
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電源スイ、ソチ 



電源ランプ 


Steps お客様登録をずる 

添付の r お客様登録申込書 J またはインターネット ( WWW ) を利用して 
登録を行います。 


添付の r お客お登録申込書 J に必要事頃を記入の上、 r エクスプレス受付 
センタ ー J までご返送ください。返送していただいたお客様は、 
[ ClubExpress を員 J に^^させていただまます。に lubExpress を 
員 J は、インターネットか6ら登録手続をび行えます。 

http :// club . express . nec . co.jp 



また、 Express 已800シリーズをはじめとするさまざまな製品の情報 
はな下のインターネット情報サイトにあります。ご覽ください。 

[ NEC 8 ま街] http :// nec 8 .com 

な上で lnterSec / NQ 30 a のセットアップは完了です。 

ご利用の擇境に合わせてその他ほ用するアプ y ケーンヨンのインストー 
ルとセッ トアップをして < ださい。 
lnterSec / NQ 30 a を末永くご利用ください。 

lnterSec / NQ 30 a に関するご質間-ご巧談は「ファーストコンタクトセンター」でお受け 
していまず。（電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくおおかめの上、お 
かけください。） 

ファーストコンタクトセンター TEL 03-34 已已-已800 ( ft 表） 

受付時闇/9:00〜12:00、 13:00-17:00 月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


③ 設定用の PC に、192.168.250 .n(n は1〜249の任意の値)の IP アドレスを設定し、 lnte「Sec/NQ30a と同じ LAN に接続してください。 

④ 設定用の PC で[スターり一[(すべての)プ□グラム]-[アクセサリ]-[コマンドプ□ンプト]を起動し、じ(下の例を参考に必要なパラメータ設定を行ってください。 
ホストをやアドレスなどのパラメータは適切に変更してください。ホストを、エージェントをは、1〜1日文字の半角英数文字列を使用してください。 


C:¥>telnet 192.168 .250.250 23496 



svna> 

pass admin 



svna> 

set if auto off 


IF 設定の自動応用機能を無タカ化 

svna> 

set ns nameserver 10.1 .2.6 10.1.2.7 


DNS サーバアドレス 

svna> 

set ns domain isnqSO.dom 

卜 

DNS ドメインを 

svna> 

set if ethO address 10.1 .2.2 己 2 mask 255.255 .255.0 gateway 10.1.2.1 


t IP アドレス 

个ネットワークマスク f デフォルトゲートウェイ 

svna> 

set hn isnqSO 


エージェントを 

svna> 

set sm 10.1.2.253 


サイトマネージャアドレス 

svna> 

set na IpAddress 10.1 .2.2 己 2 


エージエントの IP アドレス 

svna> 

set na CollectIpAddress 10.1.2.252 


エージエントの IP アドレス 

svna> 

set na NetworkAddress 10.1.2.0 


エージェントのネ、ソトワークアドレス 

svna> 

set na NetworkMask 24 


エージェントのネ 、ソ トワークマスク 

svna> 

set na reboot 


マシン再起動 


⑥ 「WebSAM SecureVisor SiteManager インストールマニュアル」を参照し、 SiteManager のサイトコンソールなどから収集開始などの操作を行ってください。 

• WebSAM SecureVisor SiteManager に関しては、(下の情報サイトをご覧ください。 
http://www.sw.nec.co.jp/nniddle/WebSAM/products/SecureVisor/index.htnnl 


このマニュアルは再生紙を使用しています。 

© NEC Corporation 2005 

NEC の許巧な<復敦-改をなどを巧うことはできません。 
























































































































